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2009年10月16日 
マスコミ関係者各位 

明治学院大学法学部 東京青年会議所共催 

「模擬徹ロン（市民討議会）College!」  

明治学院大学では、東京青年会議所と共催し「模擬徹ロンCollege!」を実施します。10代、20代の若者が主体性

と社会性を養い、今後社会や政治に積極的に参画することを目的としています。 

本学法学部政治学科学生スタッフが主体となって企画し、当日は本学学生、高校生（明治学院高校、明治学院東村

山高校）・他大学学生ら約100名と、国政の政策立案担当者としてご活躍されている議員の方々をゲストにお招きし

ます。 

グループ討議では、「政党」に見立てた小グループに分かれ、特定のテーマについてのマニフェストを作成し、こ

の模擬マニフェストをもとに立会演説会と投票を行います。また、これらの過程の検証を通じて、実際の選挙制度、

有権者の関心を引く要素、マニフェストの意義などを考えます。 

これは学生の自主的研究を推進する参加・活動型プログラムの一環でもあり、本学法学部のめざす「教養ある政治

的市民」の育成と、地域連携で社会との関わりを実施する政治学教育の一つです。これからの日本を担う若者が政治

や社会に参画することを実践的に体感する「実践型政治参画教育」の場になると確信しています。 

 

共  催：明治学院大学法学部、社団法人東京青年会議所 

日  時：2009年10月24日（土）13：00～18：30 

会  場：明治学院大学白金校舎 2号館（地下鉄南北線・三田線「白金高輪駅」徒歩7分） 

ゲ ス ト：下村博文衆議院議員(自由民主党)、西田まこと参議院議員(公明党)、初鹿明博衆議院議員(民主党) ※参加者変更の可能性あり  

内  容：  第1部 グループ討議 13:00～14:40(2201教室)  

「自分たちの生活に必要な政策は何？」「それを実現するには？」政党に見立てたグループに分かれ、 

オリジナルの政策を考え、マニフェストを作ります。 

第2部 立会演説会・投票 15:00～16:30(2401教室) 

第１部の参加グループが作成したマニフェストをもとに立会演説を行い、どの政策・演説が良かったのか投票します。 

第3部 グループ討議・発表会 16:40～17:45(2201教室・2202教室) 

「投票の決め手は？」「何が良かったのか？」等グループ毎に、選んだ理由、何をみて投票したか討議し、結果を発表します。 

第4部 議評・閉会 17:55～18:30(2401教室) 

実行委員会： 明治学院大学学生運営委員 法学部政治学科3年 山口藍（運営委員長）、海老坪浩平、平野真衣子ほか 

       明治学院大学 法学部長 渡辺充教授、副学長 川上和久教授、政治学科主任 西村万里子教授 

明治学院大学 地域連携推進室、社団法人東京青年会議所 

お問合せ先：明治学院大学 地域連携推進室 Tel: 03-5421-5247 chiiki@mguad.meijigakuin.ac.jp 
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